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　令和₆年₄月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 181 号　（2）　

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
4
月
16

日（
火
）に「
令
和
6
年
度
第
1
回
全
員
協

議
会
」
を
砥
部
町
役
場
に
て
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
9
町
議
会
議
長
が
出

席
し
、
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

会
長
あ
い
さ
つ

　

	

三
谷
会
長
（
砥
部
町
議
長
）

3　

地
元
町
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川
砥
部
町
長

4　

報　

告

　

⑴　

行
事
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
対
す

る
お
見
舞
い
に
つ
い
て

　

⑶　

請
願
・
意
見
書
等
に
関
す
る
定
例

報
告
に
つ
い
て

　
　

以
上
の
3
点
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

一
括
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

第
1
回
全
員
協
議
会
を

　
　
　

砥
部
町
役
場
に
て
開
催

県
町
村
議
会
議
長
会
　

佐川砥部町長による町政説明

工藤省治記念館

あいさつをする三谷会長
（砥部町議長）あいさつをする佐川砥部町長

5　

協　

議

　

⑴　

今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
6
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副

議
長
研
修
会
に
つ
い
て

　

⑶　

議
長
海
外
視
察
研
修
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
6
年
度
第
1
回
町
議
会
議
員

研
修
会

　

⑸　

令
和
6
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
に
つ
い
て

　
　

⑴
・
⑵
、
⑷
・
⑸
に
つ
い
て
、
事
務

局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
、
一
同

了
承
し
た
。

　
　

⑶
に
つ
い
て
も
事
務
局
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
の
ち
、
出
席
者
よ
り
様
々
な
意

見
が
あ
り
、
実
施
等
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
た
。

6　

そ
の
他

　

⑴　

次
回
全
員
協
議
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
第
2

回
全
員
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
開
催

時
期
を
正
副
会
長
に
一
任
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

　

⑵　

そ
の
他

7　

閉　

会

　
　

協
議
終
了
後
、
佐
川
砥
部
町
長
よ
り

町
政
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
の
ち
、
砥

部
町
役
場
内
並
び
に
砥
部
町
内
を
視
察

し
た
。

　
［
町
内
視
察
先
］

　

◦
工
藤
省
治
記
念
館

　

◦
砥
部
む
か
し
の
く
ら
し
館

　

◦
坂
村
真
民
記
念
館

　

◦
砥
部
焼
伝
統
産
業
会
館
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ゆ
め
し
ま
寮
は
、
上
島
町
が
町
内
唯

一
の
県
立
高
校
で
あ
る
弓
削
高
等
学
校

の
更
な
る
魅
力
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
整
備
を
行
っ
た
学
生
寮
で
す
。

　

県
産
材
を
主
要
材
料
と
し
た
木
造
2

階
建
て
で
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
建
築
に
は

国
の
離
島
活
性
化
交
付
金
、
愛
媛
県
の

公
共
施
設
木
材
利
用
推
進
事
業
（
木
造

公
共
施
設
整
備
事
業
）
を
活
用
し
ま
し

た
。

　

共
用
ス
ペ
ー
ス
の
食
堂
は
吹
き
抜
け

に
よ
る
開
放
感
一
杯
の
空
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
寮
生
の
部
屋
は
全
室

個
室
に
す
る
こ
と
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
に
配
慮
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
他

に
も
寮
内
に
は
学
習
室
、
浴
室
、
洗
面

所
、
ト
イ
レ
、
テ
ラ
ス
、
バ
ル
コ
ニ
ー
、

厨
房
等
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
募
集
に
よ
り
集
ま
っ
た

多
く
の
留
学
生
が
入
寮
し
て
生
活
し
て

い
ま
す
。

　

少
子
化
が
進
む
本
町
に
お
い
て
、
こ

の
ゆ
め
し
ま
寮
が
弓
削
高
等
学
校
の
更

な
る
魅
力
化
を
図
る
上
で
、
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
す

る
と
と
も
に
、
多
く
の
生
徒
た
ち
が
自

己
研
磨
を
積
み
、
充
実
し
た
日
々
が
送

れ
る
よ
う
運
営
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

○
所
在
地

　

上
島
町
弓
削
下
弓
削
1
2
1
番
地
1

○
延
床
面
積

　

約
9
7
2
㎡

○
定
員

　

30
名
（
1
学
年
10
名
程
度
）

＜寮室＞

＜テラス＞

＜食堂＞

＜学習室＞

弓削高等学校学生寮「ゆめしま寮」
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　　
　

県
総
務
部
行
財
政
推
進
局
市
町
振
興
課
長

　
　
　
　
　
　
雲 

峰
　
隆 

光

　

4
月
1
日
付
け
で
、
総
務
部
行
財
政
推

進
局
市
町
振
興
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。

　

私
は
、
平
成
3
年
に
県
に
入
庁
し
、
西

条
地
方
局
（
現
東
予
地
方
局
）
地
域
福
祉

課
、
情
報
管
理
室
（
ス
マ
ー
ト
行
政
推
進

課
）、
中
小
企
業
課
（
産
業
創
出
課
）、
財

政
課
、
薬
務
衛
生
課
、
県
立
病
院
課
、
一

般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
地

域
政
策
課
、
行
革
分
権
課
、
公
営
企
業
管

理
局
総
務
課
等
を
経
験
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
署
で
の
人
脈
や
経
験
、
先
輩
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
は
、
現
在
の
仕
事
の
進
め
方
、

考
え
方
の
礎
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

県
職
員
と
し
て
の
初
め
て
の
業
務
は

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
で
し
た
が
、市
町
村
の
皆

さ
ま
が
様
々
な
事
例
に
対
し
て
懸
命
に
対

処
さ
れ
て
い
る
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
、

私
も
社
会
人
と
し
て
責
任
と
自
覚
を
も
っ

て
仕
事
に
臨
ま
な
い
と
い
け
な
い
と
身
を

引
き
締
め
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

県
立
病
院
課
で
は
、
県
立
中
央
病
院
の

建
替
え
と
い
う
大
き
な
節
目
に
立
ち
会

い
、様
々
な
職
種
が
一
丸
と
な
っ
て
、県
民

医
療
の
最
後
の
砦
と
な
る
中
央
病
院
の
円

滑
な
運
営
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
づ
く

り
の
知
見
収
集
、
研
究
、
人
材
育
成
を
行

う
と
と
も
に
、
自
治
体
が
行
う
地
域
活
性

化
の
取
組
み
を
支
援
す
る
組
織
で
す
が
、

全
国
の
自
治
体
職
員
や
民
間
企
業
か
ら
の

派
遣
者
が
集
ま
り
、
仕
事
の
仕
方
や
考
え

方
が
異
な
る
中
、
同
じ
目
標
、
成
果
に
向

か
っ
て
新
た
な
取
組
み
を
考
え
る
こ
と
や

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
愛
媛
を
離
れ
て

東
京
で
過
ご
す
こ
と
で
、
愛
媛
の
自
然
、

人
柄
、
生
活
・
文
化
の
良
さ
を
改
め
て
認

知
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
同
時
に
、
地
域

住
民
と
移
住
者
、
関
係
人
口
を
結
び
付
け

て
地
域
資
源
、
人
財
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

磨
き
上
げ
、
更
な
る
知
名
度
向
上
の
取
組

み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

当
課
の
取
組
み
の
県
・
市
町
の
連
携
推

進
は
平
成
22
年
度
に
始
ま
り
、
他
県
と
比

べ
て
も
強
固
な
連
携
基
盤
が
愛
媛
の
強
味

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、愛
媛
県
・
市
町
連
携
「
チ
ー

ム
愛
媛
」の
新
ス
テ
ー
ジ
の
取
組
み
と
し
て

新
た
に
「
連
携
創
出
作
業
部
会
」
を
設
置

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
有
す
る
課
題

を
持
ち
寄
り
、
中
で
も
多
く
の
市
町
で
対

策
が
必
要
と
な
る
複
数
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、県
と
市
町
の
若
手
職
員
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
連
携
施
策
を
検
討
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
2
月
に
策
定
し
た
愛
媛
県
・

市
町
連
携
推
進
プ
ラ
ン
令
和
6
年
度
版
に

お
い
て
は
、「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
」「
地

域
経
済
の
活
性
化
」
な
ど
、
5
つ
の
重
点

連
携
項
目
を
新
た
に
設
定
し
、
県
・
市
町

双
方
か
ら
の
提
案
に
基
づ
き
、
昨
年
度
プ

ラ
ン
の
9
項
目
を
大
き
く
上
回
る
19
項
目

も
の
連
携
施
策
を
盛
り
込
み
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
実
行
に
移
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、
本
県
が
抱
え
る

課
題
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
各
町
の

皆
様
方
と
も
手
を
携
え
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、「
チ
ー
ム
愛
媛
」
に
お
け
る
取
組

み
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
は
通
算
7
回

目
と
な
る
「
行
革
甲
子
園
2
0
2
4
」
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、「
削
る
」「
切
る
」「
や
め
る
」
と

い
っ
た
後
ろ
向
き
な
イ
メ
ー
ジ
を
多
く
含

む
行
革
を
、
明
る
く
前
向
き
に
捉
え
て
、

創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る
取
組
み
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
全
国
の
自
治
体
で
共
有
・
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
新
た
な
行
革
に
結
び
つ
け
る

こ
と
を
目
的
に
2
年
に
1
回
開
催
し
て
お

り
、
全
国
市
町
村
や
海
外
自
治
体
に
お
け

る
選
り
す
ぐ
り
の
先
進
事
例
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
大
会
で
は
、

コ
ロ
ナ
後
初
の
参
加
者
交
流
会
を
開
催
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
業
務
効
率
化
や
地
域
活
性
化
を

は
じ
め
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

や
、
脱
炭
素
等
幅
広
い
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
優
良
事
例
を
募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
各
町
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
創
意

工
夫
あ
ふ
れ
る
取
組
み
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
機
会
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
く
意
味
に

お
き
ま
し
て
も
、
是
非
、
積
極
的
に
ご
応

募
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト

当
日
は
海
外
・
全
国
市
町
村
の
先
進
事
例

に
直
接
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機

会
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　　

基
礎
自
治
体
は
、
人
口
減
少
に
伴
う

様
々
な
課
題
へ
の
対
応
や
働
き
方
改
革
、

Ｄ
Ｘ
の
進
展
な
ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
行
政
経
営
へ
の
変
革
が
求
め

ら
れ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
局
面

を
皆
様
か
ら
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
賜

り
、
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
チ
ー
ム
愛
媛

で
乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う
、
私
も
精
一

杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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　　　　　　愛媛県町村会事務分担表　	
　〔令和₆年₄月１日 現在〕

職　　　　名 氏　　　名 事　　　　務　　　　分　　　　担

事務局長 向　井　政　明 総括、町村会事務局長、議長会事務局長、総合事務組合事務局長、振興協会常務理事

次　　長 清　川　　　敦 局長補佐、総合事務組合次長、振興協会事務局長

次　　長 田　窪　浩　司 局長補佐、町村会次長、議長会次長、振興協会出納役

総　
　

務　
　

課

課　　長 中　井　貴　志 ◦町村会、議長会運営関係（会計除く）、物資斡旋
　職員人事管理関係（町村会・議長会）に関すること。
◦総合協議会（水道協会、清掃、山村振興、水産業、下水道、ダム・発電関係）、
　過疎協議会、人権協会、　監査協関係に関すること。（会計を除く）
◦各種研修会、要望陳情、町会報えひめ発刊、軽自動車税申告書の取扱、ホー
ムページ管理に関すること。
◦全国町村会共済事業、（一財）全国自治協会共済受託事業、職員生協自動車事
故処理に関すること。
◦町議会議員互助事業、議員補償制度に関すること。
◦他の課に属さないものに関すること。

課長補佐 原　田　祐　子

主　　任 新　岡　拓　也

主　　事 藤　川　拓　也

主　　事 久　保　佳　織

会
計
課

課　長（兼）
会計管理者 田　窪　浩　司 ◦会計全般、給料関係に関すること。

◦市町村職員共済組合・互助会に関すること。

◦職員生協（火災・自動車共済）事業（事故処理を除く）

主　　事 真　鍋　侑　里

主　　事 芳之内　麻里菜

事　

業　

課

課　長（兼） 清　川　　　敦
◦総合事務組合（退職手当・消防補償・交通災害・自治会館・議員公務災害の
庶務）、振興協会の業務等に関すること。（会計を含む）

◦文書発送会計に関すること。

主　　任 丹　下　浩　明

主　　事 三　瀬　菜々美

主　　事 小　西　涼　雅

お知らせお知らせ

コピー機兼FAX

市　町　振　興　課　配　席　図

入　口  入　口 入　口

係長

近藤 友澤
912-2214

（3175）

（3179）（3180） 主任 係長 主任 主事

係長

主事

直946-0179

主事 主事
土居 大和田 長岡

佐藤

岡本

井原

矢野 　丹
（3187）（3186） （3169）

（3168）

（3170）

（3194）

（3182）（3181） 事務補助主事 主事

主任

主事
新保越智 日野

渡邊
（尚）

齋藤
（3188） （3174）

（3178）

（3210）

主事

　　二宮

（3189）

主事

主任

田宮

（3184）

主事

主任

渡邉
（裕）

山口

主任

上田

（3185）
事務補助

城戸

主任

武井

（3183）

係長 主任

松田 安井

（3172）（3173）

事務補助

後藤
カラー
プリンター

（3176）

（2890）

（3209）

912-2209

課　長

（3167）
（税政係）

912-2216
（連携推進係）

藤　田 雲　峰
912-2212

係長（行政係）

吉田

主　幹

（3165）

選挙管理
委員会

（財政係）
912-2213 主　幹

渡邉（浩）
（3166） 912-2211

（選挙係）

TEL 912-2210

閲覧場所

〔令和₆年₄月１日 現在〕
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４
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
愛
媛
県
信
用
保
証
協
会
令
和
6

年
度
第
1
回
理
事
会

▽
9
日
＝
愛
媛
県
護
國
神
社
霊
璽
奉
安
祭

（
春
季
慰
霊
大
祭
）

▽
10
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
事
務
局
長
会
議

▽
11
日
＝
全
国
町
村
会
都
道
府
県
町
村
会

事
務
局
長
会
議
、
全
国
町
村
会
都
道
府

県
町
村
会
事
務
局
長
研
修
会
（
12
日
ま

で
）

▽
16
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
令
和

6
年
度
第
1
回
全
員
協
議
会
、
令
和
6

年
度
全
国
簡
易
水
道
協
議
会
中
国
・
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

▽
17
日
＝
松
山
空
港
国
際
線
旅
客
ビ
ル
拡

張
工
事
完
成
式
典

▽
18
日
＝（
一
財
）市
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
連
合
会
職
員
研
修
会
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
事
務
・
事
業
説
明
会

▽
19
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
職
員
研
修
会	

▽
23
日
＝
春
の
園
遊
会

▽
24
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
6
年
度
事
業
等
事
務
説
明
会

▽
25
日
＝
愛
媛
県
人
権
対
策
協
議
会
第
64

回
定
期
大
会

▽
26
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
全
体

会
議
、
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
行
政

委
員
会
、
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道

府
県
町
村
会
長
会
、
愛
媛
県
新
幹
線
導

入
促
進
期
成
同
盟
会
令
和
6
年
度
総
会

令
和
６
年
度
事
業
等
事
務
説
明
会

�
（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

は
、
4
月
24
日（
水
）に
愛
媛
県
自
治
会
館

2
階
会
議
室
で
「
令
和
6
年
度
事
業
等
事

務
説
明
会
」
を
開
催
し
た
。
県
内
15
市
町

か
ら
担
当
者
16
名
が
出
席
し
た
。

　

説
明
会
は
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

開　

会

₂　

主
催
者
あ
い
さ
つ

₃　

打
合
せ
事
項

①　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
等
の
P
R
の

協
力
に
つ
い
て

②　

貸
付
事
業
に
つ
い
て

③　

交
付
金
事
業
に
つ
い
て

④　

市
町
の
振
興
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
等

開
催
に
係
る
助
成
に
つ
い
て

⑤　

市
町
村
職
員
研
修
財
団
受
講
に
係

る
助
成
に
つ
い
て

⑥　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
助
成
に

つ
い
て

⑦　

本
会
主
催
の
研
修
会
等
に
つ
い
て

⑧　

そ
の
他

　
　

・
市
町
の
年
会
費
等
に
対
す
る
助
成

　
　
　

ア　
（
一
財
）
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
年
会
費

　
　
　

イ　

ジ
ェ
ト
ロ
愛
媛
貿
易
セ
ン

タ
ー
負
担
金

　
　
　

ウ　

松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会

負
担
金

　
　
　

エ　

自
転
車
新
文
化
推
進
協
会
負

担
金

　
　
　

オ　

地
域
医
療
学
講
座
設
置
運
営

費
の
寄
附

　
　
　

カ　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
事
業

助
成
金

　
　

・
「
え
ひ
め
イ
ベ
ン
ト
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
及

び
「
舞
た
う
ん
」

　
　

・
愛
媛
県
市
町
要
覧

　
　

時
は
今
で
あ
る

　

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
手
に
、
半
袖
シ
ャ

ツ
で
満
開
の
花
見
か
と
思
え
ば
、
一
段
と

底
冷
え
す
る
小
雨
の
下
で
の
桜
花
見
物
。

日
々
寒
暖
差
が
大
き
い
、
こ
れ
も
気
候
変

動
に
よ
る
今
流
の
風
流
で
あ
ろ
う
か
。
だ

が
4
月
下
旬
と
も
な
る
と
山
々
か
ら
市
街

地
ま
で
木
々
が
若
葉
新
緑
一
色
。「
緑
」が

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
く
れ
る

よ
う
な
気
が
す
る
。
ま
た
、
ツ
ツ
ジ
、
牡

丹
、
藤
の
花
な
ど
春
百
花
が
咲
き
ほ
こ
り
、

人
々
の
心
を
ウ
キ
ウ
キ
と
さ
せ
て
く
れ
る

の
も
こ
の
頃
。

　

諸
外
国
と
異
な
り
日
本
の
4
月
は
、
年

始
と
も
違
う
社
会
の
様
子
が
一
変
す
る
。

教
育
、
経
済
活
動
な
ど
開
始
の
年
度
始
め

で
あ
っ
て
、
新
鮮
な
月
で
あ
る
。

　

我
が
国
の
経
済
も
株
価
は
じ
め
上
向
き

基
調
に
、
経
済
界
の
硬
直
し
た
頬
が
緩
む

か
と
思
え
ば
、
続
く
物
価
の
値
上
が
り
傾

向
。
円
安
の
流
れ
は
一
段
と
進
み
、
一
㌦

1
6
0
円
超（
4
月
下
旬
）。
日
米
の
金
利

差
の
影
響
は
極
め
て
大
き
い
よ
う
だ
。
か

つ
て
の
一
㌦
3
6
0
円
の
時
代
に
比
べ
れ

ば
隔
世
の
感
で
は
あ
る
が
、
一
㌦
1
1
0

円
前
後
に
戻
れ
な
い
も
の
か
と
経
済
に
疎

い
者
で
も
口
に
し
た
く
な
る
。
安
定
し
た

経
済
へ
の
カ
ン
フ
ル
剤
は
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
い
…
。

　

さ
て
、
経
済
が
不
安
定
な
時
代
に
あ
る

中
、
日
本
列
島
各
地
で
地
震
が
続
発
。
今
、

地
震
活
動
期
に
入
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る

が
。4
月
17
日
に
発
生
し
た
本
県
愛
南
町
・

高
知
県
宿
毛
市
で
震
度
6
弱
。Ｍ
6
・
6
の

豊
後
水
道
を
震
源
と
し
た
地
震
。
巨
大
地

震
の
予
兆
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

南
海
ト
ラ
フ
想
定
震
源
域
内
で
起
こ
っ
た

こ
と
は
「
不
気
味
」
で
あ
る
。

　

兎
に
も
角
に
も
数
百
年
毎
に
？
起
こ
る

ら
し
い
大
地
震
に
対
し
、
現
今
の
ボ
ー
リ

ン
グ
が
届
く
範
囲
以
外
の
地
中
は
、
ほ
ぼ

誰
も
知
り
え
な
い
不
明
の
世
界
で
あ
る
。

そ
の
兆
候
キ
ャ
ッ
チ
は
困
難
で
あ
る
。
ま

し
て
や
予
知
の
年
月
日
・
時
を
求
め
る
こ

と
は
神
業
で
あ
ろ
う
。
あ
と
は
、
減
災
へ

向
け
て
の
出
来
る
限
り
の
あ
ら
ゆ
る
備
え

と
無
神
論
者
を
含
め
、
巨
大
地
震
が
起
こ

ら
な
い
事
を
祈
る
し
か
な
い
…
。

　

さ
て
さ
て
地
上
で
は
、
社
会
を
揺
る
が

す
よ
う
な
人
口
構
成
。隣
国
の
中
国
、韓
国

で
も
少
子
高
齢
化
が
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
。
我
が
国
の
昨
年
の
出
生

者
数
は
、一
段
と
減
少
し
約
73
万
人（
厚
生

労
働
省
人
口
動
態
統
計
：
日
本
人
の
み
の

速
報
値
）。
高
齢
化
を
危
惧
し
つ
つ
、
出
生

数
と
死
亡
者
数
の
差
は
歴
然
で
人
口
の
自

然
減
は
著
し
い
。
30
年
後
に
は
、
4
人
に

1
人
が
75
歳
以
上
と
推
定
。
民
間
の
「
人

口
戦
略
会
議
」
は
、
全
国
で
7
4
4
市
町

村
が
消
滅
の
可
能
性
あ
り
と
公
表
。
人
口

減
か
ら
、
先
々
何
処
か
の
属
国
と
か
、
主

権
を
失
う
よ
う
な
形
態
は
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
未
来
の
社
会
維
持
と
安
定
生

活
の
基
盤
固
め
、
構
築
へ
取
り
組
む
強
い

意
識
が
不
可
欠
。
皆
が
本
腰
を
入
れ
る
時

は
今
で
あ
る
。

	

（
Ｔ
）

 

「
人
間
の
本
質
は
苦
悩
で
あ
り
、
己
の
宿

命
に
対
す
る
意
識
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
恐
怖
、
死
の
恐
怖
さ

え
も
が
そ
こ
か
ら
生
ず
る
。」

	

　
（
マ
ル
ロ
ー　

フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
）

一

筆
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